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第18回

イラストでわかる
インターネットのABC

前回までの話で、トランスポート層がどのように動作する
のかがわかったと思います。今度はさらに、そのトランス
ポート層でやり取りされるデータを用いて、インターネッ
ト上のサービスを構築していくことになります。さて、今
回からしばらくの間は「ネットワークアプリケーション」に
ついて見ていくことにしましょう。

いろいろなアプリケーション
サーバーにお願いしよう！
部屋を決めて依頼を待とう
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といったトランスポート層を用いてデ

ータを交換しており、そこで配送され

るデータはIPによって経路が制御され

て目的地に届けられているのです。

インターネットで利用できるアプリケ

ーションは、これらの機能をどのよう

に利用し、また、どういったデータを

交換するのかによって構成が決まりま

す。アプリケーションプロトコルでは、

こうしたトランスポート層の使い方や

交換するデータの形式を決めているの

です。

インターネットで動作しているネットワ

ークアプリケーションは、大きく分けて

て2種類あります。1つは利用者が直

接使うアプリケーションで、電子メール

やWWWなどがこれに相当します。こ

れに対し、裏方のように動作しているア

プリケーションがあります。たとえば、

ホスト名をIPアドレスに変換する機能

は「Domain Name System」（DNS）と

呼ばれるアプリケーションが行ってい

るのですが、これは電子メールなどの、

利用者が直接使うアプリケーションか

らの問い合わせに答えるといった動作

をしています。同様にして、各コンピュ

ータの経路表を正しく維持するために

必要な情報を交換しているアプリケー

ションもあります。

一般には、これらを区別するため、利用

者が直接使うアプリケーションを「ユ

ーザーアプリケーション」、裏方の役割

を果たすアプリケーションを「システム

アプリケーション」あるいは「ミドルウ

ェア」と呼んでいます。

INTERNET magazine 2001/3 333トランスポート層：OSI参照モデルの第4層。ネットワークの形状や特性とは別に、端末間でメッセージを誤りなく伝達するための役割を担う。なお、トランスポート層の代表
的なプロトコルは、インターネットやイントラネットで使われるTCPとUDPである。

インターネットでは、実にさまざまなこ

とができます。電子メールやインター

ネットニュースなどのメッセージ交換

にはじまり、ほかのコンピュータとフ

ァイルのやり取りをするファイル転送、

さまざまな情報を閲覧できるWorld

Wide Web（WWW）、そして動画や音

声を用いたリアルタイムコミュニケー

ションなど、次から次へと思いつきま

す。これらはすべて「TCP」や「UDP」
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るのです。こうした電子メールサーバ

ーは、指定の相手に電子メールを届け

たり、郵便受け（スプールファイル）に

届いた電子メールをクライアントに渡

したりしているのです。

よく、「サーバーが遅い」とか「サーバ

ーがダウンした」とかいった会話を耳

にしますが、これはサービスを行って

いるサーバーの処理が遅かったり止ま

っていたりした結果、アプリケーショ

ンの動作が鈍くなるあるいはアプリケ

ーションが利用できなくなるといった

状況を指しているのです。

どんなネットワークアプ

リケーションでも、少なくとも2台以

上のコンピュータを用いて構成されて

います。つまりプログラムとして2つ以

上の要素を組み合わせて動作してい

るのです。最近では、さまざまな考え

方が登場していますが、もっとも基本

的なものとして、「なんらかの仕事を行

ってあげる側」と「それを依頼する側」

の2つのプログラムを組み合わせてア

プリケーションを構成する方法が多く

用いられています。

なんらかの仕事、言うならばサービス

を提供する側を「サーバー」、サーバー

に仕事を依頼して結果を受け取る側を

「クライアント」と呼びます。そのため、

サーバーとクライアントでアプリケー

ションを構成する方法は「サーバーク

ライアントモデル」と呼ばれています。

たとえば、メールを送ったり受け取っ

たりするOutlookやEudoraなどの「メ

ーラー」と呼ばれるプログラムは、電

子メールのクライアントなのです。つ

まり、メールを送るあるいは受け取る

といった処理をサーバーに依頼してい

スプール：データを一時的に保存しておく場所。電子メールの場合、到着したメールをユーザーが取りにくるまで一時的に保管しておく場所のことを指す。インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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っている状態、つまり受動的なオープ

ンの状態でポートの準備を行います。

これに対してクライアントはサーバー

に依頼をする立場ですから、TCPの接

続もサーバーに能動的に働きかけま

す。このように、サーバークライアント

モデルの仕組みはTCPの仕組みとも

関係しているのです。
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サーバーと

クライアントの間

の通信は、トランスポート層を用いて

行います。たとえば「H」というコンピュ

ータに電子メールを届けるためには、

クライアントはHの電子メールサーバ

ーと通信を行います。このとき、Hで動

作する電子メールサーバーのポート番

号を知らないと通信ができません。

そこでインターネットでは、各サービ

スを行うサーバーは、それぞれ決めら

れたポート番号でサービスの依頼を待

つようになっています。これが、以前お

話しした「Well-Known Port」です。

つまり電子メールの場合には、「TCP

の25番」と決められており、そこでサ

ーバーが待っているのです。逆に考え

ると、どんなコンピュータであれ、

TCPの25番で依頼を待っているサー

バーは電子メールを届けてくれるもの

と信じられているわけです。ですから、

ここにそれ以外のサーバーが待ってい

たのでは問題です。そのため、いくつ

かのオペレーティングシステムでは、誰

もが勝手にこれらのポートを利用で

きないようにしています。こうしたポ

ートは「特権ポート」と呼ばれます。

また、TCPにおいて仮想回線を設定

する場合には、2つのタイプがあるこ

ともすでに説明しましたが、ここでも

サーバーとクライアントの役割が異な

ってきます。サーバーはクライアント

からの依頼を受け付けるのですから、

TCPの接続においても「接続してほし

い」とクライアントが言ってくるのを待

Well-Known Port（ウェル・ノウン・ポート）：IANA（Internet Assigned Numbers Authority）によって定められている、インターネット上のサービスにおける代表的なポート
番号のこと。

次回予告

アプリケーションは単独で動作するの

ではなく、さまざまなアプリケーショ

ンと複雑に連携しながら機能していま

す。次回からは、こうしたさまざまな

アプリケーションがどのようにして動

作しているのかをじっくりと見ていき

たいと思います。
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